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① 有機化学学生実験仁 お け る有機溶媒回収効率向上 を遇じた環境安全教育
Cooling temperature' 0 "C 
colect1on rat0'60～97%η 
ICキ






Fig. 2ロ ヲリ工パポレ タ 育機溶幌回収系
②廃液量の倹討
2009年度研究課畏裁量経費
• 1,h ttp, 1/h~叩噌e2nl·千十y e刷、／>ewk噌d<o／＂円旬p/wl> tm
有機化学実験1クール（2ヶ月〉で有機廃滞 ：約 110L、水希薄廃取 ：約80L
の廃漉が出る。その主な要因は ・・




































備蓄 GC （ガスクロマトグうフィー〕， N品位 （綾磁気共鳴）
IR （赤ヲ下分光活） , TLC （藩層クロマトグラフィー）
嘉罪広三重朝早現方！~：融野晶エステ崎成 • Gr1gn町d＆凪
開催期間 2009.?il～9月〈うち4日間〉
参加人数 48（季実務贈置， 検緬贈邑 l~鰐I!贈量）
占..s 子二｜圃圃山明日－・＂＇ -，‘』．同園巴－・ー・4 m ，・e ぃ．
山 I叫叫...‘.，. -...” 
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igグラインダー使用での物理的加工 ：弓門： ,., .. － Plt.t・肺旬開phy... thod. , 、「1F-Vf-VRa包ist ,!. 管宅事 。 … '1maoe 
． 咽向ム：主主 藍盟問畠軸智






て助額・郵務職員・筏術職員に却して勉強重量在闘世（2h程度〉 間J内容pH Y：ー タ 〈ガラス電極法〉の測史原理に附いて．pHメ 9をよ手に恒うにl<J:I（測定メンテナンスのコツ等〉色向な 電極の紹介。Hメータ点償チェック
よ配勉強去は、堀属製作所の見学去が丘画され、重参加した時仁、 堀属製作所と学主要原担当害との繋
がりを強〈し、 現窟の意見在取り入れる事在目的として、モの足がかりとして企画された．
今後も盲 論議への講習室の~り入れ箸盲 縫向な企画を陵討中．
ちょっとレだ機会から、新たな繋がりゃプランが生まれてくる！！
